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ABSTRAK 

 
Visa Tsabitah Ramaniya Kristanto. 2024. Analisis Tindak Tutur Ekspresif Kebahagiaan 

dalam Drama Kimi ni Todoke Karya Hayato Miyamoto. Skripsi. Prodi Pendidikan Bahasa 

Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 
 

Penelitian ini dilakukan bertujuan untuk mengetahui bentuk dan fungsi tindak tutur 

ekspresif kebahagiaan yang digunakan oleh tokoh Kuronuma Sawako dari drama Kimi ni 
Todoke karya Hayato Miyamoto. Tindak tutur ekspresif dapat digunakan untuk 

menggambarkan emosi bahagia dari seseorang.  

Penelitian ini menggunakan teori Searle sebagai acuan mengenai jenis dan bentuk-bentuk 
tindak tutur ekspresif, serta teori pragmatik Hymes untuk menganalisis tindak tutur 

ekspresif kebahagiaan tersebut. Teknik pengumpulan yang digunakan dalam penelitian data 

dari penelitian kualitatif deskriptif ini ialah metode simak dan catat.  
Data yang terdapat dalam penelitian ini diambil dari drama Jepang yang berjudul ”Kimi ni 

Todoke”. Data yang diperoleh dari sumber data terdapat 13 data. Bentuk tindak tutur 

ekspresif kebahagiaan dengan menggunakan kata ooyorokobi sebanyak 1 data, ureshii 
sebanyak 6 data, tanoshii sebanyak 5 data, dan kimochii sebanyak 1 data. Kata yang muncul 

dalam data memiliki fungsi yang dapat digunakan untuk menunjukkan emosi bahagia 

seseorang. Fungsi tindak tutur ekspresif kebahagiaan ditunjukkan denggan adanya emosi 
rasa terima kasih yang digunakan untuk menunjukkan perasaan bahagia. Rasa bersyukur 

dapat menjadi representasi emosi kebahagiaan. Rasa syukur yang diungkapkan dalam 

drama Kimi ni Todoke menunjukkan rasa bersyukur terhadap situasi atau keadaan yang 
telah di dapatkan, seperti perlakuan baik dari teman-temannya. Hal ini dapat ditunjukkan 

dengan ekspresi dan tingkah laku penutur yang menunjukkan kebahagiaan, seperti 

tersenyum, tangisan, atau tingkah laku lain yang dapat digunakan untuk mengekspresikan 
kebahagiaan. 

 

Kata kunci : Tindak tutur, Tindak tutur ekspresif kebahagiaan, Kimi ni todoke 
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ABSTRACT 

 

Visa Tsabitah Ramaniya Kristanto. 2024.  Analysis of Expressive Acts of Happiness in the Drama 

Kimi ni Todoke by Hayato Miyamoto. Thesis. Japanese Language Education Study Programme. 

Faculty of Language and Arts. State University of Jakarta.  

 
This research is conducted to find out the form and function of expressive speech acts of 

happiness used by the character Kuronuma Sawako from the drama Kimi ni Todoke by 
Hayato Miyamoto. Expressive speech acts can be used to describe someone's happy 

emotions.  

This research uses Searle's theory as a reference on the types and forms of expressive 
speech acts, as well as Hymes' pragmatic theory to analyse the expressive speech acts of 

happiness. The collection technique used in the data research of this descriptive qualitative 

research is the method of listening and recording.  
The data contained in this research is taken from a Japanese drama entitled "Kimi ni 

Todoke". There are 13 data obtained from the data source. Form of expressive speech act 

of happiness using ooyorokobi as much as 1 data, ureshii as much as 6 data, tanoshii as 
much as 5 data, and kimochii as much as 1 data. The word that appears in the data has a 

function that can be used to show one's happy emotions. The function of expressive speech 

act of happiness is shown by the emotion of gratitude which is used to show feelings of 
happiness. Gratitude can be a representation of the emotion of happiness. The gratitude 

expressed in the drama Kimi ni Todoke shows gratitude for the situations or circumstances 

that have been obtained, such as the good treatment of his friends. This can be shown by 
the speakers' expressions and behaviours that show happiness, such as smiling, crying, or 

other behaviours that can be used to express happiness. 
 

Keywords: Speech act, Expressive speech act of happiness, Kimi ni todoke 
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概要 

 

宮本勇人のドラマ「君に届け」における幸福の表現行為の分析 

ジャカルタ国立大学  

Visa Tsabitah 

visa.tsabitah@gmail.com 

A. はじめに 

サンスクリット語で文学とは "shastra "であり、指導や導きを意味

する道具や手段を意味する。文学作品とは、すべての人間が楽しむこ

とができる文章や話し言葉の作品である。映画は映像化された文学作

品のひとつである。また、映画は美を優先し、社会生活を映し出すも

のでもある。映画には、映像、音、音楽、台詞を組み合わせた視覚的

な物語を提示し、観客に没入感を与えるというユニークな能力がある。 

人間の感情は複雑な反応パターンである（VandenBos, 2015）。人間

が感情を示すのは、問題解決の試みとして、感情、表情、身体的変化

を伴う刺激に対する反応である。 

 

この感情を表す概念は、映画やドラマの登場人物が話す表情豊かな

文章や発話に多く見られる。日本語では、表現力は「感情表現」ある

いは「話者の心理表現」とも呼ばれる。寺村（1982）は、感情の表現

は、動的事象の客観的な描写と事物の性状規定との中間に位置すると

述べている。 

 

映画はまた、文化的な考察や解釈においても重要な役割を果たす。

テーマ、ストーリー、登場人物の選択を通して、映画はしばしば社会

に存在する価値観、信念、葛藤を反映する。このように、映画は個人
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の感情を映し出す鏡であるだけでなく、ある時代の社会を巻き込んだ

集団的な感情を映し出す鏡でもある。 

 

大衆に人気のある映画のひとつに、日本で作られたドラマがある。

そのひとつが『君に届け』である。この映画は、感動的なストーリー、

強烈なキャラクター、友情、自信、自己受容についてのメッセージで

知られている。ユーモアや甘いロマンスを織り交ぜながら、登場人物

たちの複雑な葛藤や人間関係を描くことで、このシリーズは観客の心

をとらえることに成功している。 

 

ドラマ『君に届け』の主人公は黒沼爽子という高校生だ。佐和子を

中心に物語は進行する。佐和子のキャラクター造形も、登場人物の中

で最もわかりやすく描かれている。黒沼爽子は内気な性格で、自信の

ない傾向がある。この人物の話し方を検証することで、内気な人が幸

福を意識したモノを含む感情を表現するときのコミュニケーション・

スタイルを明らかにすることができる。 

 

会話とは、ある特定の時間、場所、状況において、話し手と聞き手

が会話のトピックを持ちながら、1 つまたは複数の発話形式で行われ

る言語的相互作用の状態である（Purba, 2011）。 

 

スピーチイベントには、互いに関連し合う 8 つの要素がある。8 つ

の構成要素の頭文字を組み合わせると、"SPEAKING "という頭字語に

なる。”S” は Setting と Scene、"P" は Participants、”E” は End、”A” は

Act Sequences、”K” は Key、”I” は Instrumentalities、”N” は Norm of 

Interactionと Interpretation、”G” は Genresで、コミュニケーションの種

類と形式に関係する。SPEAKING "メソッドは、Hymes によって考案
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されたフレームワークで、コミュニケーションの重要な側面を分割し、

スピーチイベントを詳細に分析・理解するためのものである。

(Najiyah ら、2019）。 

 

研究者は宮本勇人のドラマ『君に届け』シリーズをデータソースと

して使用した。研究者がこの作品を選んだのは、会話の中に喜びの感

情表現の概念が多く見られるからである。 

 

以上の背景説明を踏まえ、筆者は「宮本隼人のドラマ『君に届け』

における幸福の表現行為の分析」というタイトルを掲げ、より深い研

究を行う必要があると考える。 

本研究の目的は以下の通りである。 

1. ドラマ「君に届け」の黒沼爽子の登場人物が使う、幸せを意識する

表現行為の形式を見つける。 

2. ドラマ『君に届け』で黒沼爽子が使う、幸せを意識する表現形式と

その機能を見つける。 

 

B. 研究方法 

 

本研究は記述的方法と対照分析を使用する。本研究は次の手順で行

う: 

1. 語用論、言語行為に関する理論を収集する。 

2. 物語の内容を理解する材料として、ドラマ「君に届け」を視聴す

る。 

3. ドラマ「君に届け」の台本をメモして、黒沼佐和子の話のうち、

喜びを含めた表現行為があるものを整理し、データを記述する。  

4. SPEAKING Hymes の理論で分析を行う。 
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5. ドラマ「君に届け」の分析記述に基づいて研究結果を結論を取

る。 

 

C. 研究結果と分析 

 

日本のドラマ「君に届け」から得られたデータは 13 件ある。  

 

話 号 時間 文型 幸福の記述 

1 

   

1 18.11 

- 

18.30  

「 私 夜はわりと好

きなので。特に夏の

夜は 気持ちいいし、

空気とか匂いとか、

葉っぱとか、虫の声

とか。」 

お化け役を任された幸せで、「私夜はわ

りと好きなので、特に夏の夜は気持ち

いいし、空気とか匂いとか、葉っぱと

か、虫の声とか」というフレーズを通

して、活動に参加し、夏の夜の雰囲気

を楽しむことができる。 

2  23.10 

- 

23.15 

「 すっごい楽しかっ

たよ。みんなすっご

い喜んでくれた」 

「すっごい楽しかったよ」「すっごい喜

んでくれた」というフレーズを通し

て、イベントの成功による幸福を表す 

3 29.23 

- 

30.10  

「 ううん、なんでも

ない。ごめん、うれ

しい。すっごいうれ

しい。」 

「かばってくれて、わざわざ持ってき

てくれて、口利いてくれてありがと

う。うれしい。すっごいうれしい」と

いうフレーズを通して、自分の努力に

対して他人から感謝される幸せ、 

2 4 1.52 

- 

2.09  

「 私、この席になれ

て、心からうれし

い」 

「うれしいんなら笑いな」「心からうれ

しい」 というフレーズを通して、純粋

に友達になりたいと思ってくれる人が

いる幸せ 

5 6.17 

- 

07.00 

「 いや、うれしく

て」 

「うれしくて。。」というフレーズを通

して、良い友人を持つことによる幸福 

 

5 6 23.09 

- 

23.29 

「 はいとても楽しい

です」  

「とても楽しいです」というフレーズを

通して、クラスメイトや先生とカラオ

ケを歌い、一緒にクリスマスを祝える

幸せ 

 7 24.29 

- 

24.32 

「 私 こんなに楽し

かったクリスマス 

初めて」 

「私 こんなに楽しかったクリスマス 

初めて」というフレーズを通して、ク

リスマスを楽しく祝える幸せ 

 

7 8 8.19 

- 

9.02 

「 今日はありがと

う。おうちに呼んで

くれて 一緒に衣装

「今日はありがとう。おうちに呼んでく

れて 一緒に衣装作ってくれて。そー

それに屋上の。うれしかった。私ちづ
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作ってくれて。そー

それに屋上の。うれ

しかった。私ちづち

ゃんとあやねちゃん

と仲良くなれて疲れ

てるって本当に思え

たの初めてだった

よ」  

ちゃんとあやねちゃんと仲良くなれて

疲れてるって本当に思えたの初めてだ

ったよ」というフレーズを通して、誠

実な友情の確立への感謝による幸福 

 9 20.52 

- 

22.02  

「 風早君に初めて会

ったとき、”ありが

とう”って笑って言

ってくれて本当にう

れしかった。風早君

は私の世界をかえっ

たの。なのに私 あ

の時の風早君と全く

逆のことしてた。笑

ってくれてありがと

う。話しかけてくれ

てありがとう。優し

くしてくれてありが

とう。今まで知らな

かった気持ちを一杯

教えてくれてありが

とう。」 

「“ありがとう”って笑って言ってくれ

て本当にうれしかった。笑ってくれて

ありがとう。話しかけてくれてありが

とう。優しくしてくれてありがとう。

今まで知らなかった気持ちを一杯教え

てくれてありがとう。」というフレーズ

を通して、他者から示される純粋な感

情による幸福 

12 10 0.41 

- 

1.05 

「 はい楽しかったで

す！」  

「高校生活は楽しかったです」というフ

レーズを通して、学校を卒業し、高校

でたくさんの思い出を作ることができ

た幸せ 

 11 6.19 

- 

6.44 

「 私ちづちゃんとあ

やねちゃんがいてく

れたから 3年間すっ

ごい楽しかった。」  

「私ちづちゃんとあやねちゃんがいてく

れたから 3年間すっごい楽しかった。」

というフレーズを通して、高校時代に

誠実な友人を持てた幸せ 

 

 

D. おわりに 

 

分析の結果、ドラマ「君に届け」の主人公「黒沼爽子」の表情豊か

な発話行為から、13件の幸福の表現行為データが判明した。 「大喜

び」を 1 データ、「嬉しい」を 6データ、、「楽しい」を 5デー
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タ、「気持ちいい」を 1データ使って幸せを表現する幸福の表現行為

。得られたデータは笑顔や泣きの表情で表現しました。どちらも幸せ

な表情を示すために使用できる。 

 

研究者によると、得られたデータから見ると、幸福を意識する感情

表現は、幸福感を示すために使われる感謝の感情で示されている。こ

れは、話し手の表情や、笑顔や泣き声など、幸福感を表す行動で示す

ことができる。「楽しい」と「嬉しい」という言葉は、日本のドラマ

「君に届け」の主人公、黒沼爽子が幸せの表現行為を表現するために

日常生活で最も一般的に使用される言葉であると結論付けることがで

きる。 

 

幸せの表現的発話行為の機能は、幸せの感情を示すために使わ

れる感謝やねぎらいの感情によって示すことができる。これは、話

し手の表情や、笑顔や涙など、幸せを表す行動によって示すことが

できる。ドラマ『君に届け』で佐和子が使った幸せの表現発話行為

が持つ機能はいくつかある。 

 

号 幸福の記述 幸せの表現スピーチ機能 

1.  お化け役を任された興奮か

ら、大胆な活動に参加し、夏

の夜の雰囲気を楽しむことが

できたの幸せ 

感謝の気持ちを形にした機能 

2.  イベントの成功による幸福 感謝の気持ちを形にした機能 

3.  自分の努力に対して他人から

感謝される幸せ 

感謝の気持ちを形にした機能 

4.  純粋に友達になりたいと思っ

てくれる人がいることの幸せ 

感謝の気持ちを形にした機能 

5.  良い友人を持つことの幸せ 感謝の気持ちを形にした機能 

6.  同級生や先生とカラオケを歌

ってクリスマスを一緒に祝え

る幸せ 

感謝の気持ちを形にした機能 
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7.  クリスマスを楽しく祝うこと

の幸せ 

感謝の気持ちを形にした機能 

8.  誠実な友情への感謝によるも

のの幸せ 

感謝の気持ちを形にした機能 

9.  他者から示される純粋な感情

によるものの幸せ 

感謝の気持ちを形にした機能 

10. 学校を卒業し、高校でたくさ

んの思い出を作ることができ

た幸せ 

感謝の気持ちを形にした機能 

11. 高校時代に誠実な友人を持て

た幸せ 

感謝の気持ちを形にした機能 

 

得られたデータから、感謝は幸福の感情を表すものであると結論づ

けられる。ドラマ『君に届け』で表現された感謝は、友人たちによく

してもらったなど、得られた状況や境遇への感謝を示している。  
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